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2　 テキストとしては、Christopher S. Mackay, MALLEUS MALEFICARUM, volume Ⅰ , The Latine Text and Introduction, Cambridge, 2006, Christopher 
S.Mackay, MALLEUS MALEFICARUM, volume Ⅱ , The English Translation, Cambridge,2006, Wolfgang Behriger, Heinrich Kramer(Institoris). Der 
Hexenhammer. Malleus Maleficarum, München, 2000. を使用した。
出版されてから 1487 年のイースターの頃までは、’Malleus Maleficarum’ ではなく、’tractat wider dieZaubernisse’（魔術に対する論文）’tractat 




3　  『鉄槌』がハインリヒ・クラーメルの単著なのか、ヤーコブ・シュプレンゲルとの共著なのかという問 題は今日でも議論されている。しかし、
多くの研究者はクラーメルの単著であると考えている。シュプレ ンゲルはドイツにおけるドミニコ会の有力者であり、ケルン大学の教授でも
あった彼の名前を権威付けの ために借りたのであろうというのが、多くの研究者の一致する意見である。本論では、クラーメルの単著 であっ
たという見解を採用し論を進めていく。議論の詳細については、Christopher, S. Mackay, op. cit., Wolfgang,Behringer, op. cit., を参照。
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6　 この根拠は権威ある人物の書物からの引用で証明されている。その数は 78 人にも上る。特に第 1 部で多く引用されているのはドミニコ会出身
のトマス・アクイナスである。『鉄槌』では「トマスによれば」という言葉をよく目にする。しかし、クラーメルはトマスの言葉を恣意的に使
用しており、トマスの意図とは異なった文脈で引用されている。クラーメルのトマスの恣意的使用に関しては別論に譲りたい。
7　  第 2 部は主としてヨハン・ニーダーの『蟻塚』（Formicarius) が引用されている。





9　ウルリヒ・モリトール (1442-1507) 太公ジークムントの廷臣やゲオルグ・ゴルザー（1401 − 1464）ブリクセン司教。




12　 ウォルフガング・ベーリンガー（長谷川直子訳）、『魔女と魔女狩り』、刀水書房、2014 年、106-107 頁。
13　Mackay, op, cit., pp. 96-103.
 1485 年秋、チロル地方の都市ブリクセン司教区インスブルックで行われた魔女裁判。クラーメルはこの前年に教皇から受け取った教書を携















































































16　Mackay, op. cit., 問 18。Behringer, op. cit., pp.334-343.
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21　Mackay, op. cit., p,49. Behringer, op. cit., p.148.





















































































26　Mackay, op. cit.,p,260. Behringer, op. cit., pp. 194.
27　Mackey, op. cit., 第 16 − 18 章（pp,339-349). Behringer, op. cit., pp. 323-343.
28　Mackey, op. cit., pp. 213-349. Behringer, op. cit., pp. 437-528.
29　 ヨハン・ニーダーの『蟻塚』では、魔術を 7 つに分けている。1, 邪な愛を喚起する、2, 憎しみや嫉妬の種をまく、3, 生殖能力を奪う、4, 四 
肢の一部を損なう、5, 命を奪う、6, 理性を奪う、7, 上記の方法を用いて人の 財産や家畜を奪う。
30　Mackey, op. cit.,　第４章、第５章、第６章、第７章。Behringer, op. cit., pp. 396-428.
31　 Mackey, op. cit.,　第 5 章　人間の感情を変化させることに関しては、第２部では章を立てて説明しているわけではない。これは第１部問７に
詳しい。
32　Mackey, op. cit., 第８章 . Behringer, op. cit., pp. 428-433.
33　Mackey, op. cit., 第３章 Behringer, op. cit., pp. 384-395.
34　Mackey, op. cit., 第９章、第 10 章 Behringer, op. cit., pp. 433-442.
35　Mackey, op. cit., 第 11 章、第 12 章、Behringer, op. cit., pp. 455-471.
36　Mackey, op. cit., 第 13 章 Behringer, op. cit., pp. 472-482.
37　Mackey, op. cit.,　第 6 章、第 14 章 Behringer, op. cit., pp. 417-419,   pp. 483-489
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39　Mackay, op. cit., 第２部第１章参照。Behringer, op. cit., pp. 348-363.
40　Mackay, op. cit., p. 273.  Behringer, op. cit., p. 418.
41　Mackay, op. cit., p. 274.  Behringer, op. cit., p. 419.
42　Mackay, op. cit., p. 275.  Behringer, op. cit., p. 420.




















































































45　Mackay, op. cit.,p. 155. Behringer, op. cit., p. 267. トマス・アクイナス『神の国』18、18。
46　Mackay, op. cit.,p. 284. Behringer, op. cit., p. 435.
47　Mackay, op. cit., p. 284.Behringer, op. cit., p. 436.
48　Mackay, op. cit., p. 251.Behringer, op. cit., p. 391.
49　Mackay, op. cit., p. 252.Behringer, op. cit., p. 392.
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51　Mackay, op. cit., pp. 291-292.Behringer, op. cit., pp. 441-442.
52　Mackay, op. cit., pp. 299-301.Behringer, op. cit., pp. 447-448.
53　Mackay, op. cit., pp. 311-312.Behringer, op. cit., pp. 462-463.
54　Mackay, op. cit., p. 231.Behringer, op. cit., pp. 369-370.


















































































56　Mackay, op. cit., p. 317-318.  Behringer, op. cit., pp. 469-470.
57　Mackay, op. cit., p. 164.  Behringer, op. cit., p. 288.
58　 出エジプト記　20:5「あなたはそれらに向かってひれ伏したり、それらに仕えたりしてはならない。私は主、あなたの神。私は熱情の神であ
る。私を否む者には、父祖の罪を子孫に三代、四代までも問うが、」
59　Mackay, op. cit., p. 164.  Behringer, op. cit., p. 288.
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61　Christopher, S.Mackay, op. cit., p. 326-327.  Behringer, op. cit., pp. 481-482.
62　Mackay, op. cit., p. 328-329.  Behringer, op. cit., pp.484-485.
63　Mackay, op. cit., p.332.  Behringer, op. cit., pp. 487-488.









魔に呼びかけるだけ で - 呼びかけた時点で悪魔との契約が






































































66　Mackay, op. cit., p. 334.  Behringer, op. cit., pp. 491-492.
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70　 カトリックの司祭ヤン・フス（1369 年頃 ‒1415 年）がチェコで始めた改革派。ジョン・ウィクリフの考えをもとに宗教運動を行っている。
1411 年に破門され、コンスタンツ公会議において有罪とされ火刑に処された。
71　 リヨン出身の商人ピーター・ワルドによって創始された信徒宣教運動。カタリ派と並んで中世最大の異 端の一つとされている。清貧と禁欲
を守った生活をし、聖書の翻訳などを行った。教会から異端宣告をさ れ迫害されるようになった。
